
様式１ 

県立玉造工業高等学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

 

学校の教育目標 

（１）ICTを効果的に活用し、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を推進することで、基礎学力の定着と専門的知識・技

能の向上を図る。 
（２）基本的生活習慣の確立と自律的な規範意識の育成を図るとともに、自他の命を守る交通安全教育の推進に努める。 
（３）体系的なキャリア教育を展開し、社会を支える人材としての勤労観・職業観の育成を図る。 

（４）学校行事の充実や、部活動及び奉仕体験活動の活発化をとおして、他者と協働する姿勢や豊かな人間性の育成を図る。 
（５）中学校や地域社会、産業界等との連携を深め、「社会に開かれた教育課程」の実現と開かれた学校づくりに努める。 
（６）実習等を含めた安全で衛生的な教育環境づくりを目指し、生徒が心身ともに健やかに学校生活を送れるように努める。 

（７）教職員の働き方改革の実現に向け、ICTの活用等による校務の改善・簡素化や、学校行事の見直し等に努める。 
（８）「キャリアパスポート」を有効に活用し、生徒の主体的な学びとキャリア形成を支援する。 
（９）育成を目指す資質・能力を生徒と共有し、ICTの活用と「主体的・対話的で深い学び」の視点に基づく授業改善に学校全体で取

り組み、確かな学力を育成する。 

 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方法 

探究の見方・考え方を働かせ、工業の果たす役割

を総合的に捉えながら、自らの在り方・生き方に

ついて考察するとともに、他者を尊重し、協働し

て課題を解決する力を育成する。 

ワークシートや振り返りシートを活用

し、課題への取り組み状況や思考の深
まりを評価する。 
発表資料の内容および発表方法（構成・

表現・態度）を総合的に評価する。 
振り返り活動をとおして、目標に対す
る達成度や自己の成長を評価する。 

学習活動への主体性・協働性などの過
程を継続的に評価する。 

個々の実態に応じて課題の内容や分量を

調整する。 
グループ活動において役割を明確にし、
参加しやすい環境を整える。 

ICT 機器や視覚的資料を活用し、理解を
支援する。 
教員による個別指導や声かけを適宜行

い、学習の見通しを持たせる。 
振り返り活動をとおして自己理解を促
し、成功体験を積ませる。 

 

各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（課題研究） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

 

グループ内で他人の考えを聞き、課題について話

し合う。 
進路講話をとおして、進路希望実現に向けての高
校生活のあり方や、企業や進学先がどのような人

材を求めているのかなどについて、グループで話
し合う。 
話し合った課題についてインターネット等を利用

して調べ学習を行い、集めた情報をグループ内で
分析する。 
調査、分析、発表を行うことで自己受容と他者受

容する姿勢を身に付け、共感することで自己肯定
感を養う。 

近隣企業との連携（進路講
話・企業見学等） 
キャリア教育の推進（進路
ガイダンス等の企画） 

授業や家庭学習など学習習
慣の確立した生徒 
真剣に授業に取り組む生徒 
基本的生活習慣を確立した
遅刻、欠席の少ない生徒 
将来の目的意識を持ち、自
ら進路に向かい努力する生
徒 

２年 実施しない   

 

３年 

課題研究 

研究や製作の過程で課題を発見し、独自また

は協働による解決策を探究する。 

工夫・改善を重ねながら、研究・製作の目標

達成を目指す。 

 

近隣企業との連携（企業実

習等） 

キャリア教育の推進（生徒

研究発表会等） 

各科目で学んだ知識・技術を研
究テーマと関連付けて理解し、
主体的に活用できる生徒 

課題解決に向けて自ら学び、主
体的かつ協働的に取り組むこ
とができる生徒 

研究テーマの達成に向けて課
題を見出し、解決方法を考え、
実行できる生徒 

研究の過程を振り返り、内容を
整理して要点をまとめ、分かり
やすく発表できる生徒 

他者の発表から多様な視点や
考え方を学び、自身の学びに生
かすことができる生徒 


